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第2節 地域別の取組

世界では国や地域によって抱える課題や問題が異なります。現在の国際社会における開発課題の多様化、複雑
化、広範化、グローバル化の進展等に鑑みれば、世界全体を見渡しつつ、世界各地域に、その必要性と特性に応
じた協力を行っていく必要があります。日本は、これらの問題の経済的、社会的背景なども理解した上で、刻一
刻と変化する情勢に柔軟に対応しながら、重点化を図りつつ、戦略的、効果的かつ機動的に開発協力などを行っ
て開発途上国の問題解決に取り組んでいます。

図表 Ⅱ-7 　二国間政府開発援助の地域別実績（2015年）

（単位：百万ドル）

援助形態

地域

二国間政府開発援助 支出純額 支出総額

贈　　与

計

政府貸付等

（A）－（B） 合計 対前年比
（％） 合計 構成比

（％）
対前年比
（％）

無償資金協力
技術
協力

貸付
実行額
（A）

回収額
（B）うち国際

機関を通
じた贈与

アジア 634.03 97.19 548.24 1,182.27 5,150.81 4,706.75 444.06 1,626.33 -17.7 6,333.08 52.8 -12.9 

東アジア 448.24 39.99 364.18 812.43 2,721.54 3,594.14 -872.60 -60.17 -223.8 3,533.97 29.5 -15.3 

　北東アジア 15.63 － 30.33 45.97 206.29 911.75 -705.46 -659.49 16.1 252.26 2.1 -3.7 

　東南アジア 428.08 35.47 328.54 756.62 2,515.25 2,682.39 -167.14 589.49 -28.6 3,271.88 27.3 -16.2 

南アジア 112.64 36.60 142.43 255.06 2,212.16 1,018.20 1,193.96 1,449.02 -1.3 2,467.23 20.6 -3.3 

中央アジア・
コーカサス 62.64 10.55 25.94 88.58 214.59 94.41 120.19 208.76 22.1 303.17 2.5 17.9 

アジアの
複数国向け 10.51 10.04 15.69 26.20 2.51 － 2.51 28.71 -90.1 28.71 0.2 -90.1 

中東・
北アフリカ 552.70 450.67 129.70 682.40 738.13 556.77 181.36 863.76 -6.8 1,420.53 11.8 -8.9 

サブサハラ・
アフリカ 724.95 353.19 332.86 1,057.81 809.17 78.18 730.99 1,788.80 14.9 1,866.98 15.6 13.6 

中南米 82.53 9.11 129.89 212.42 225.34 454.48 -229.14 -16.72 -156.2 437.76 3.7 0.8 

大洋州 71.48 6.00 42.16 113.64 15.47 17.49 -2.02 111.62 2.5 129.11 1.1 0.8 

欧州 33.62 5.37 22.92 56.54 55.24 63.66 -8.42 48.12 -63.5 111.78 0.9 -41.9 

複数地域に
またがる援助等 527.52 504.67 1,166.36 1,693.88 － － － 1,693.88 25.2 1,693.88 14.1 25.2 

合計 2,626.83 1,426.19 2,372.14 4,998.96 6,994.16 5,877.33 1,116.83 6,115.80 0.5 11,993.13 100.0 -4.7 

＊1	 四捨五入の関係上、合計が一致しないことがある。
＊2	 [－]は，実績がまったくないことを示す。
＊3	 卒業国向け援助を含む。
＊4	 無償資金協力には国際機関経由の援助のうち、国別に分類できる援助を含む。
＊5	 複数地域にまたがる援助等には、複数地域にまたがる調査団の派遣等、地域分類が不可能なものを含む。
＊6	 「アジアの複数国向け」の実績には、OECD-DACの基準に基づく数値を使用しているため、一部の中東地域を含む複数国向けの実績が含まれている。
＊7	 マイナスは貸付などの回収額が供与額を上回ったことを示す。


